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北海道河川開発株式会社 

サステナブル経営支援ローン 
評価レポート 

評価日：2025年 6月 25日 

 

 

株式会社北洋銀行 

新琴似支店 

 

1. 基本情報  
企 業 名 北海道河川開発株式会社 

代 表 者 名 多田 輝 

所 在 地 

• 本社 

• N20分室 

• 帯広営業所 

北海道札幌市北区新川 4条 9丁目 2番 8号 

北海道札幌市北区北 20条西 5丁目 2-50 CROSSPOINT 2F 

北海道帯広市西 4条北 1丁目 12番地 2 C 

資 本 金 1,000万円 

従 業 員 18名 (2025年 3月現在) 

業 種 測量業 

事 業 内 容 

• 水文調査(治水や利水計画時の基礎資料の整理・分析) 

• 深浅測量(河川やダムの堆砂量の計測等) 

• 測量業務全般 

沿 革 

1973年 

1984年 

1991年 

1994年 

2012年 

2014年 

2022年 

株式会社北海道河川開発工務所 設立 

北海道河川開発株式会社へ商号変更し、本社移転 

資本金 7百万円に増資 

資本金 10百万円に増資 

帯広営業所 開設 

多田輝氏が代表取締役に就任 

N20分室 開設 

 

2. 社是 

 

心にいつも 3S 精神 

～笑顔で【Smile】誠意をもって【Sincerity】サービス精神を忘れずに【Service】～ 

 北海道河川開発は、全従業員が「笑顔」を忘れず、「誠意をもって」業務に取り組み、どんなときも「サービス

精神を忘れずに」取引先を含めたステークホルダーと信頼関係を構築し、新たな価値を創造していくことを使命

として定義している。 
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3. 事業概要 

 北海道河川開発は札幌市に本社を置く測量企業である。札幌市のほか、帯広市に営業所を構え、道央圏を

中心に道内全域のダムや河川などの流量調査や深浅測量を得意としながら、土地境界・道路・農地・山林・港

湾など幅広い測量業務を受注。創業以来築いてきた技術・経験をもとに地域社会の安全・安心の基礎となる

「測量」で貢献し、高い評価を得て数多くの測量実績を有している。 

 また、近年飛躍的な技術的進歩を遂げている測量技術の分野において「ドローンによる UAV 写真・レーザ測

量」、「無人水上ボート」、「ナローマルチビーム」、「地上レーザスキャナ」などの測量機械を積極的に導入し、

DX化を推進している。 

 

▪ マルチビーム深浅測量               ▪ ドローンによる UAV写真・レーザ測量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北海道河川開発は、社是として掲げる「心にいつも 3S 精神」のとおり、測量企業でありながら笑顔、誠意、そ

してサービス精神を持った対応を重要施策と位置付けている。この社是を実現するため、役職員の生産性の向

上と労働環境の改善によるワークライフバランスの充実に取り組むことで、技術面だけでなく、豊かな人間性を

育むことを重視している。 

 例えば、測量機材を載せる車両について、現場の社員の声を反映させ、測量に特化した車両に改良したこと

で作業効率を改善。また、測量の DX化に加え、社内に図面の作成やデータ分析などを専門に行う「内業専門」

の分室を立ち上げて分業を促進し、積極的に労働時間の短縮化に取り組んでいる。さらに、測量・分析業務を

細かくリストアップし、スキルマップ化することで従業員別の習熟度を可視化。人事評価に客観性を持たせるこ

とに加え、社員に過度な負担が生じないようスキルの不足する項目には他の社員がサポートできるようチーム

ワークを促し成長を促進させている。そして、従業員のエンゲージメント向上に向けた取り組みの一環として当

社のロゴをあしらった季節ごとのユニフォームを制作し、社員の個性を大切にしながら、統一感のある服装を実

現し、エンゲージメントの向上を図っている。 

 

 

 

 

出所：北海道河川開発 提供資料 

▲ マルチビーム深浅測量は測量船の左右方向に指向性の鋭い音響ビームを海底に向かって扇状に照射

するため、船の進行とともに一括で多数点の水深値を計測できる測深システム。従来のシングルビー

ム測深が海底を線で計測しているのに対して、マルチビーム測深は「面的」に詳細な地形を計測する

ためダムや港湾・河川などあらゆる場面で水中を細かく知ることが可能となる。 
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   ▪ 測量に特化して改良された車両      

 

 

 

    ▪ 北海道河川開発 ユニフォーム 

  

 車両に取り付けたスライダーのうえに無

人ボートを積載することで積み下ろしに

かかる負担を削減。 

車内の両脇には測量機材を整頓できるよ

う特注の棚を取り付けており、測量データ

の入力ができるようなスペースも設けて

いる。 

▲ 季節やシーンに合わせた多様なユニフォーム。安全性や機能性といった実用的な価値に加え、おしゃれで

統一感のあるユニフォームにより社員の連帯感を高めている。 

出所：北海道河川開発 提供資料 

出所：北海道河川開発 提供資料 
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4. サステナビリティ目標 
 北海道河川開発の更なる企業価値の向上と、持続可能な開発の実現にむけた社会課題を踏まえ、以下の

サステナビリティ目標を設定した。この目標は、北海道河川開発の事業エリアである北海道が持続的に発展し、

魅力ある地域を創り上げていくために策定した「北海道総合計画（2024）」などを参照し、設定したものである。

目標達成への企業行動を通じて、北海道河川開発のプレゼンス向上と地域社会が目指す姿の実現に貢献す

るものであり、目標は有意義である。 

 
(1) 環境面におけるサステナビリティ目標 

重 要 課 題 脱炭素社会への貢献 

目 標 ・ K P I 温室効果ガス排出量の可視化を実施する。 

関連する SDGs 

 

 

(2) 社会面におけるサステナビリティ目標 

重 要 課 題 ワークライフバランスの充実 

目 標 ・ K P I 有給休暇取得率を 70％以上にする。 

関連する SDGs 

 

 

留意事項 
本文書は、北洋銀行が借入人に対して実施する「サステナブル経営支援ローン」に際し、借入人の企業経営とサステ

ナビリティ目標に対する北洋銀行の評価を述べたものです。 

本文書に記載された情報は、現時点で入手可能な公開情報、借入人から提供された情報や借入人へのインタビュー

などで収集した情報に基づいて、現時点での状況を評価したものであり、当該情報の正確性、実現可能性、将来にお

ける状況への評価を保証するものではありません。 

北洋銀行は当文書のあらゆる使用に起因して発生する全ての直接的、間接的損失や派生的損害については、一切

義務または責任は負わないものとします。 

本評価書に関する一切の権利は北洋銀行に帰属します。評価書の全部または一部を自己使用の目的を超えての使

用（複製、改変、翻案等を含む）は禁止されています。 


